三重県内における若者自立支援の取り組み経緯について

　　　　　　　　　　　　　みえ若者就労支援ネットワーク代表　井上淳之典

（１）若年無業者問題の特性と認識

　①当事者の多様性

　・就職そのものを希望していない人

　・就職したい気持ちがありながら求職活動をしていない人

　・病気など様々な理由で一時的に休職している人

　・離転職を何度も繰り返す人

　・何年も家から出られずひきこもり状態にある人

　　→これらがすべて「ニート」という言葉ひとつだけで一括りにされる

　　→同じ対応方法では解決が困難
	社会的要因・背景
	個別個人の要因・背景

	職業訓練的要素の乏しい日本特有の学校教育制度
バブル崩壊以後の経済不況による雇用環境の流動化
産業構造の変化（第１・２次減少、第３次増加）

組織に所属しない個人の増加など
	生命力不足、精神疾患、発達障害、

社会力不足、情報力不足、

コミュニケーション能力不足

家族関係における問題など


②原因の複層性
　　　→社会の課題と当事者の家族関係やメンタル面など個別の課題が複雑に絡んで発生

　　→教育的アプローチ、医療的アプローチ、福祉的アプローチの狭間にある

　　→個人の責任に帰す考え方や原因追求型アプローチでは解決が困難

　　　→社会全体の課題として認識し、家庭・学校・地域・企業・行政・ＮＰＯ等の多様な主体が

　　　　連携して、地域全体で包括的に支援していくことが必要
（２）今までの経緯

　①Ｈ１７年秋に勤労雇用支援室とＮＰＯ室が呼びかけてニート問題についての学習会を開催し、若者就労支援に関わる部署のみならず、企画政策部、大学関係者、ＮＰＯ等が参加

　②Ｈ１８年度より勤労雇用支援室がニートサポート事業実施（当事者や家族へのアウトリーチ、若者就労支援ネットワークの構築と拡充、就労体験プログラム）

　　●アウトリーチ事業について

　　・企画案をＮＰＯ協働事業提案事業（ＮＰＯ室）の枠組みにて公募

　　・寺子屋プロジェクトが提案した「遊休人財活性化プロジェクト」が採用される

　　・若者自立支援フォーラム（講演＋パネルディスカッション）の実施（年１回）

　　　→Ｈ２０年度からは県で企画運営

　　・保護者向けセミナーの開催（Ｈ１８年度より毎年開催）支援マップの編集制作（Ｈ１８年度）

　　●支援機関等による会議「みえ若者就労支援ネットワーク会議」開催
　　・Ｈ１８年度は課題の棚卸しを行いながら基本方針を固め、会の規約等を検討（８回開催）

　　・Ｈ１９年度は３つのテーマに分かれてワークショップを開催（７回開催）

　　　「当事者支援」「予防」「支援ネットワーク拡充（入口としての市町）（出口としての企業）」

　　・Ｈ２０年度は、各支援機関のプレゼンと意見交換を主軸に開催（５回開催）

　　●就労体験プログラムについて

　　・Ｈ１８年度は特定非営利活動法人地域開発研究機構（三重大学内に拠点をおくＮＰＯ）、

　　　Ｈ１９年度以後は特定非営利活動法人いせコンビニネットが実施

（３）成果

　①Ｈ１９年９月に三重県若者自立支援センター開設

　　雇用対策、福祉、教育の部署が連携して、若者一人ひとりに合わせて継続的に支援できる拠点として設置

　　→　行政の縦割りシステムを打破する試みとして全国的にも画期的

　②支援者相互の協力関係構築

　　みえ若者就労支援ネットワーク参加メンバーは、「顔が見える」「名前を知っている」だけでなく、互いに協力し合える関係が構築できてきた　→　多様な主体による支援ネットワーク

　③各地区毎の支援拠点とネットワークの構築

　　厚生労働省の委託による「地域若者サポートステーション事業」を受託する団体が県内３箇所になった　→　津（Ｈ１８年度〜）、伊勢（Ｈ２０年度〜）、伊賀（Ｈ２１年度〜）

（４）課題

　①対象者が非常に多様であること、ネットワーク会議参加メンバーの立場が一様でないこと、解決すべき課題が多岐に渡るなどの理由で、県単位での議論には物理的に限界がある

　②みえ若者就労支援ネットワーク会議は、毎回津で開催していることもあり、参加者は津市周辺在住在勤者が多くを占めている　→　北勢や南勢地区からの参加が得にくい

　③津の若者サポートステーションが四日市にて出張相談を開催しているが、来場者の増加により週１回の開催で対応しきれない状況が生まれつつある
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